
(57)【要約】

【課題】　信号線等から高周波ノイズが発生しないよう

にした平面表示装置を提供する。

【解決手段】　液晶パネル１は、縦横に列設された信号

線および走査線と、信号線および走査線の交点付近に配

置される表示素子３と、各信号線に接続されるアナログ

スイッチ４と、各走査線を駆動するゲート駆動回路５と

を有する。液晶駆動回路２は、特定の素数の回数分だけ

カウント動作を行う素数カウンタ１１と、素数カウンタ

１１のカウント値に対応するランダム値を出力するROM

１２と、ROM１２から出力されたランダム値に基づいて

アナログスイッチ４のオン・オフを制御するスイッチ制

御部１３とを有する。素数カウンタ１１とROM１２を用

いることにより、各水平ラインごとの信号線書込順序を

ランダムにし、かつ連続した２フレームにおける同一ラ

インの信号線書込順序が同じにならないようにするため

、信号線等から発生される高周波ノイズを抑制でき、不

要な電波放射の少ない液晶表示装置を実現できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 縦 横 に 列 設 さ れ る 信 号 線 お よ び 走 査 線 の 交 点 付 近 ご と に 形 成 さ れ る 複 数 の 表 示 素 子 と 、
　 前 記 信 号 線 に 画 素 デ ー タ を 供 給 す る 順 序 を 、 水 平 ラ イ ン ご と に ラ ン ダ ム に 切 り 替 え る 信
号 線 駆 動 回 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 平 面 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 信 号 線 駆 動 回 路 は 、
　 複 数 の 信 号 線 か ら な る ブ ロ ッ ク 内 の 各 信 号 線 に 画 素 デ ー タ を 供 給 す る か 否 か を 切 替 制 御
す る 画 素 デ ー タ 切 替 回 路 と 、
　 乱 数 ま た は 疑 似 乱 数 を 発 生 す る 乱 数 発 生 回 路 と 、
　 前 記 乱 数 発 生 回 路 で 発 生 さ れ た 乱 数 ま た は 疑 似 乱 数 に 基 づ い て 、 前 記 画 素 デ ー タ 切 替 回
路 が 前 記 複 数 の 信 号 線 の そ れ ぞ れ に 画 素 デ ー タ を 供 給 す る 順 序 を 設 定 す る 順 序 設 定 回 路 と
、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 平 面 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 乱 数 発 生 回 路 は 、
　 特 定 の 素 数 を 基 準 と し て カ ウ ン ト 動 作 を 行 う 素 数 計 数 器 と 、
　 前 記 素 数 計 数 器 の 計 数 値 ご と に 異 な る ラ ン ダ ム 値 を 出 力 す る ラ ン ダ ム 値 出 力 回 路 と 、 を
有 し 、
　 前 記 順 序 設 定 回 路 は 、 前 記 ラ ン ダ ム 値 に 基 づ い て 、 前 記 画 素 デ ー タ 切 替 回 路 が 前 記 複 数
の 信 号 線 に 画 素 デ ー タ を 供 給 す る 順 序 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 平 面
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 画 素 デ ー タ 切 替 回 路 は 、 ブ ロ ッ ク 内 の 前 記 複 数 の 信 号 線 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 複
数 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ を 有 し 、
　 前 記 順 序 設 定 回 路 は 、 信 号 線 の 書 込 タ イ ミ ン グ を 示 す 書 込 タ イ ミ ン グ 信 号 と 前 記 ラ ン ダ
ム 値 と に 基 づ い て 、 前 記 複 数 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ の オ ン ・ オ フ タ イ ミ ン グ を 設 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 平 面 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 素 数 計 数 器 は 、 水 平 ラ イ ン ご と に カ ウ ン ト 動 作 を 行 い 、
　 前 記 画 素 デ ー タ 切 替 回 路 は 、 ブ ロ ッ ク ご と に 設 け ら れ 、
　 す べ て の 前 記 画 素 デ ー タ 切 替 回 路 は 、 前 記 順 序 設 定 回 路 が 設 定 し た 順 序 に 従 っ て 、 各 信
号 線 へ の 切 替 制 御 を 同 時 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 平 面 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 信 号 線 を 分 割 駆 動 す る 平 面 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の 信 号 線 か ら な る ブ ロ ッ ク と し て 、 各 ブ ロ ッ ク 内 の 各 信 号 線 を 時 分 割 駆 動 す る 液 晶
表 示 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 種 の 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ブ ロ
ッ ク 内 の 各 信 号 線 を 駆 動 す る 順 序 は 予 め 決 め ら れ て お り 、 各 信 号 線 に 接 続 さ れ た ア ナ ロ グ
ス イ ッ チ を 決 め ら れ た 順 序 で オ ン ・ オ フ し て 各 信 号 線 の 駆 動 を 行 っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ブ ロ ッ ク 内 の 各 信 号 線 の 駆 動 順 序 を 固 定 に す る と 、 信 号 線 等 が ア ン テ ナ
と な っ て 高 周 波 ノ イ ズ が 発 生 す る お そ れ が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 8-185142号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 信 号 線 等 か ら 高 周 波 ノ イ ズ が 発 生 し な い よ う に し た 平 面 表 示 装 置 を 提 供 す る
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も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 縦 横 に 列 設 さ れ る 信 号 線 お よ び 走 査 線 の 交 点 付 近 に 形 成 さ れ
る 複 数 の 表 示 素 子 と 、 前 記 信 号 線 に 画 素 デ ー タ を 供 給 す る 順 序 を 、 各 水 平 ラ イ ン ご と に ラ
ン ダ ム に 切 り 替 え る 信 号 線 駆 動 回 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 平 面 表 示 装 置 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 信 号 線 等 か ら 高 周 波 ノ イ ズ が 発 生 し な く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 平 面 表 示 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 以
下 で は 、 平 面 表 示 装 置 の 一 例 と し て 、 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 形 成 さ れ た 液 晶 パ ネ ル １ と 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 実
装 さ れ る か 、 あ る い は ガ ラ ス 基 板 に FPC（ Flexible Print Circuit） を 介 し て 接 続 さ れ る
制 御 基 板 上 に 実 装 さ れ る 液 晶 駆 動 回 路 ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ は 、 縦 横 に 列 設 さ れ た 信 号 線 お よ び 走 査 線 と 、 信 号 線 お よ び 走 査 線 の 交 点
付 近 に 配 置 さ れ る 表 示 素 子 ３ と 、 各 信 号 線 に 接 続 さ れ る ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ と 、 各 走 査 線
を 駆 動 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 ５ と を 有 す る 。 表 示 素 子 ３ は 、 例 え ば 画 素 TFT（ Thin Film Tra
nsistor） で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 画 素 分 の 信 号 線 （ １ 画 素 が RGB用 の ３ 本 で 、 計 ６ 本 の 信 号 線 ） を 単
位 と し て ブ ロ ッ ク 駆 動 を 行 い 、 異 な る ブ ロ ッ ク は 同 時 に 駆 動 さ れ る 。 各 ブ ロ ッ ク 内 の ６ 本
の 信 号 線 は 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ に よ り 順 次 に 時 分 割 駆 動 さ れ る 。 し た が っ て 、 全 ブ ロ ッ
ク が そ れ ぞ れ １ 本 の 信 号 線 を 同 時 に 駆 動 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 し た ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ は 、 各 ブ ロ ッ ク 内 の 各 信 号 線 に 対 応 し て 設 け ら れ て い る 。
す な わ ち 、 各 ブ ロ ッ ク ご と に ６ 個 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ が 設 け ら れ 、 各 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ
４ は 、 対 応 す る 信 号 線 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 同 一 ブ ロ ッ ク 内 の ６ 個 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の う ち 、 い ず れ か 一 つ の み が オ ン し 、 オ ン
に な っ た ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ に 接 続 さ れ た 信 号 線 に 液 晶 駆 動 回 路 ２ か ら の 画 素 デ ー タ が 供
給 さ れ る 。 画 素 デ ー タ は 、 画 素 デ ー タ 線 OUT1～ OUTnを 介 し て 液 晶 駆 動 回 路 ２ か ら 各 ブ ロ ッ
ク に 供 給 さ れ る 。 画 素 デ ー タ 線 OUT1～ OUTnは 、 ブ ロ ッ ク ご と に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 液 晶 駆 動 回 路 ２ は 、 特 定 の 素 数 の 回 数 分 だ け カ ウ ン ト 動 作 を 行 う 素 数 カ ウ ン タ １ １ と 、
素 数 カ ウ ン タ １ １ の カ ウ ン ト 値 に 対 応 す る ラ ン ダ ム 値 を 出 力 す る ROM１ ２ と 、 ROM１ ２ か ら
出 力 さ れ た ラ ン ダ ム 値 に 基 づ い て ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の オ ン ・ オ フ を 制 御 す る ス イ ッ チ 制
御 部 １ ３ と を 有 す る 。 ス イ ッ チ 制 御 部 １ ３ は 、 同 一 回 路 構 成 の ６ つ の セ レ ク タ 14-1～ 14-6
を 有 す る 。 こ れ ら セ レ ク タ 14-1～ 14-6は 、 各 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ に 対 応 づ け て 設 け ら れ て
お り 、 対 応 す る ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の オ ン ・ オ フ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 素 数 カ ウ ン タ １ １ は 、 ア ッ プ カ ウ ン タ と ダ ウ ン カ ウ ン タ の い ず れ で も よ い が 、 １ 水 平 ラ
イ ン の 周 期 を も つ ク ロ ッ ク CKVに 同 期 し て 、 特 定 の 素 数 （ 例 え ば 17） の 回 数 分 だ け カ ウ ン
ト 動 作 を 行 う 。 以 下 で は 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ と し て ア ッ プ カ ウ ン タ （ 17進 ラ イ ン カ ウ ン タ
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） を 使 用 し 、 ０ ～ 16ま で カ ウ ン ト 動 作 を 行 う 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ROM１ ２ は 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ の カ ウ ン ト 値 に 対 応 す る ラ ン ダ ム 値 を 記 憶 し て い る 。 図
２ は ROM１ ２ に 格 納 さ れ て い る デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 ラ ン ダ ム 値 の ワ ー ド 長 は 18
ビ ッ ト で 足 り る が 、 ROM１ ２ の デ ー タ 構 成 を 簡 略 化 す る た め に 、 ワ ー ド 長 を 24ビ ッ ト に し
て い る 。 24ビ ッ ト の ラ ン ダ ム 値 Ｄ [23:0]は 、 ４ ビ ッ ト ず つ の ビ ッ ト 列 に 分 け ら れ 、 各 ビ ッ
ト 列 は 対 応 す る セ レ ク タ 14-1～ 14-6に 入 力 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 セ レ ク タ 14-1に は ラ
ン ダ ム 値 Ｄ [3:0]が 、 セ レ ク タ 14-2に は ラ ン ダ ム 値 Ｄ [7:4]が 、 セ レ ク タ 14-3に は ラ ン ダ ム
値 Ｄ [11:8]、 セ レ ク タ 14-4に は ラ ン ダ ム 値 Ｄ [15:12]が 、 セ レ ク タ 14-5に は ラ ン ダ ム 値 Ｄ [
19:16]が 、 セ レ ク タ 14-6に は ラ ン ダ ム 値 Ｄ [23:20]が そ れ ぞ れ 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 セ レ ク タ 14-1～ 14-6は 、 24ビ ッ ト か ら な る ラ ン ダ ム 値 の 一 部 の ビ ッ ト 列 と 、 信 号 線 の
書 込 タ イ ミ ン グ を 規 定 す る 画 素 書 込 タ イ ミ ン グ 信 号 [PASW1:PASW6]と に 基 づ い て 、 ア ナ ロ
グ ス イ ッ チ ４ の オ ン ・ オ フ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は セ レ ク タ 14-1～ 14-6の 具 体 的 構 成 の 一 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 ROM１ ２ か ら 出 力
さ れ る 各 ４ ビ ッ ト の ビ ッ ト 列 の う ち 、 実 際 に セ レ ク タ 14-1～ 14-6に 入 力 さ れ る の は 下 位 ３
ビ ッ ト の み で あ る 。 図 ３ で は 、 こ の ３ ビ ッ ト を S0, S1, S2で 表 し て い る 。 セ レ ク タ 14-1～
14-6は 、 ビ ッ ト 列 [S0:S2]と 画 素 書 込 タ イ ミ ン グ 信 号 [PASW1:PASW6]と の 論 理 演 算 を 行 っ て
、 出 力 Ｚ を 「 １ 」 に す る タ イ ミ ン グ を 設 定 す る 。 セ レ ク タ 14-1～ 14-6の 出 力 Ｚ が 「 １ 」 に
な る と 、 そ の セ レ ク タ 14-1～ 14-6に 対 応 す る ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ が オ ン す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ 制 御 部 １ ３ は 、 全 ブ ロ ッ ク 内 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の オ ン
・ オ フ を 制 御 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ス イ ッ チ 制 御 部 １ ３ 内 の 各 セ レ ク タ 14-1～ 14-6は 、
全 ブ ロ ッ ク 内 の 対 応 す る ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の オ ン ・ オ フ を 制 御 す る 。 こ の よ う に 、 ス イ
ッ チ 制 御 部 １ ３ を 全 ブ ロ ッ ク で 共 用 す る こ と で 、 回 路 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 図 １ の 各 部 の 動 作 タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 画 素 書 込 タ イ ミ ン グ 信 号 [P
ASW1:PASW6]は 、 １ 水 平 ラ イ ン 周 期 Ｔ を 持 つ 信 号 で あ り 、 各 信 号 は 互 い に 位 相 が ず れ て い
る 。 よ り 具 体 的 に は 、 各 画 素 書 込 タ イ ミ ン グ 信 号 は 、 （ １ 水 平 ラ イ ン 周 期 Ｔ ） ／ ６ 周 期 ず
つ 位 相 が ず れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 画 素 デ ー タ 線 に は 、 １ 水 平 ラ イ ン 周 期 Ｔ の 間 に 、 ２ 画 素 分 の RGBデ ー タ が 供 給 さ れ る （
時 刻 ｔ １ ～ ｔ ２ ） 。 図 ４ は 、 １ 番 目 の 水 平 ラ イ ン 期 間 内 （ 時 刻 ｔ １ ～ ｔ ２ ） に 画 素 デ ー タ
線 OUT1に 対 し て 、 ２ 画 素 目 の 青 デ ー タ B2_1、 １ 画 素 目 の 赤 デ ー タ R1_1、 ２ 画 素 目 の 赤 デ ー
タ R2_1、 １ 画 素 目 の 青 デ ー タ B1_1、 １ 画 素 目 の 緑 デ ー タ G1_1、 ２ 画 素 目 の 緑 デ ー タ G2_1を
順 に 供 給 す る 例 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 最 初 に 供 給 さ れ た ２ 画 素 目 の 青 デ ー タ B2_1が 信
号 線 Ｓ ６ に 供 給 さ れ 、 次 に １ 画 素 目 の 赤 デ ー タ R1_1が 信 号 線 Ｓ １ に 供 給 さ れ 、 次 に ２ 画 素
目 の 赤 デ ー タ R2_1が 信 号 線 Ｓ ４ に 供 給 さ れ 、 次 に 、 １ 画 素 目 の 青 デ ー タ B1_1が 信 号 線 Ｓ ３
に 供 給 さ れ 、 最 後 に １ 画 素 目 の 緑 デ ー タ G1_1が 信 号 線 Ｓ ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 の 水 平 ラ イ ン 期 間 内 （ 時 刻 ｔ ２ ～ ｔ ３ ） は 、 画 素 デ ー タ 線 OUT1に 対 し て 、 １ 画 素 目 の
緑 デ ー タ G1_2、 １ 画 素 目 の 青 デ ー タ B1_2、 １ 画 素 目 の 赤 デ ー タ R1_2、 ２ 画 素 目 の 緑 デ ー タ
G2_2、 ２ 画 素 目 の 赤 デ ー タ R2_2、 ２ 画 素 目 の 青 デ ー タ B2_2が 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合 、 最 初
に 供 給 さ れ た １ 画 素 目 の 緑 デ ー タ G1_2は 信 号 線 Ｓ ２ に 供 給 さ れ 、 次 に １ 画 素 目 の 青 デ ー タ
B1_2が 信 号 線 Ｓ ３ に 供 給 さ れ 、 次 に １ 画 素 目 の 赤 デ ー タ R1_2が 信 号 線 Ｓ １ に 供 給 さ れ 、 次
に ２ 画 素 目 の 緑 デ ー タ G2_2が 信 号 線 Ｓ ５ に 供 給 さ れ 、 次 に ２ 画 素 目 の 赤 デ ー タ R2_2が 信 号
線 Ｓ ４ に 供 給 さ れ 、 最 後 に ２ 画 素 目 の 青 デ ー タ B2_2が 信 号 線 Ｓ ６ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ か ら わ か る よ う に 、 水 平 ラ イ ン ご と に 、 ブ ロ ッ ク 内 の 信 号 線 の 駆 動 順 序 が 異 な っ て
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い る 。 信 号 線 の 駆 動 順 序 は 、 ROM１ ２ か ら 出 力 さ れ る ラ ン ダ ム 値 に 依 存 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 異 な る 複 数 の ブ ロ ッ ク は 、 同 時 に 駆 動 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 画 素 デ ー タ
線 OUTn上 の 画 素 デ ー タ は 、 画 素 デ ー タ 線 OUT1上 の 画 素 デ ー タ と 同 タ イ ミ ン グ で 供 給 さ れ 、
信 号 線 に 書 き 込 ま れ る タ イ ミ ン グ も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 信 号 線 を 複 数 の ブ ロ ッ ク に 分 割 し て 、 各 ブ ロ ッ ク 内 の 信 号 線 に 同 タ イ ミ ン
グ で 画 素 デ ー タ を 書 き 込 む こ と に よ り 、 画 素 デ ー タ 線 の 周 波 数 お よ び 信 号 線 の 書 込 周 波 数
を 下 げ る こ と が で き 、 消 費 電 力 の 削 減 が 可 能 と な る と と も に 、 周 波 数 に 余 裕 が 出 る た め に
表 示 解 像 度 を よ り 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 １ 水 平 ラ イ ン ご と に 素 数 カ ウ ン タ １ １ の 値 が 更 新 さ れ 、 そ れ に 応 じ て
、 ROM１ ２ か ら 異 な る ラ ン ダ ム 値 が 出 力 さ れ 、 そ の ラ ン ダ ム 値 に 基 づ い て ブ ロ ッ ク 内 の ア
ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の 切 替 順 序 が ラ ン ダ ム に 変 化 す る 。 こ れ に よ り 、 信 号 線 の 書 込 順 序 に つ
い て の 規 則 性 が な く な り 、 信 号 線 等 か ら 発 生 さ れ る 高 周 波 ノ イ ズ を 抑 制 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ の 値 が 同 じ で あ れ ば 、 ROM１ ２ は 必 ず 同 じ 値 を 出 力 す る た め 、
ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の 切 替 順 序 も 同 じ に な る が 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の 切 替 順 序 が 同 じ に
な る 周 期 は 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ の 素 数 の 数 に よ っ て 決 め ら れ 、 連 続 し た ２ フ レ ー ム に お け
る 同 一 ラ イ ン の 信 号 線 書 込 順 序 は 同 じ に は な ら な い 。 こ の た め 、 フ レ ー ム 単 位 で の 信 号 線
書 込 順 序 の 規 則 性 も な く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 か ら 放 射 さ れ る 不 要 電 波 の 一 例 を 示 す FFT波 形 図 、 図 ６ は 従
来 の 液 晶 表 示 装 置 か ら 放 射 さ れ る 不 要 電 波 の 比 較 例 を 示 す FFT波 形 図 で あ る 。 こ れ ら の 図
に お い て 、 横 軸 は 周 波 数 、 縦 軸 は 信 号 強 度 で あ る 。 図 ５ と 図 ６ を 比 較 す れ ば わ か る よ う に
、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 不 要 電 波 の 放 射 を 大 幅 に 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 と こ ろ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 ブ ロ ッ ク 内 の ６ 個 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の オ ン ・ オ フ を 切
り 替 え る 際 に 、 複 数 の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ が 瞬 間 的 に 同 時 に オ ン す る こ と が な い よ う に 、
す べ て の ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ が オ フ に な る 期 間 を 設 け て い る （ 例 え ば 、 図 ４ の 時 刻 ｔ ４ ～
ｔ ５ ） 。 こ の よ う な オ フ 期 間 を 設 け る こ と に よ り 、 画 素 デ ー タ 同 士 の 干 渉 を 防 ぐ こ と が で
き 、 画 質 が 劣 化 し な く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ と ROM１ ２ を 用 い る こ と に よ り 、 各 水
平 ラ イ ン ご と の 信 号 線 書 込 順 序 を ラ ン ダ ム に し 、 か つ 連 続 し た ２ フ レ ー ム に お け る 同 一 ラ
イ ン の 信 号 線 書 込 順 序 が 同 じ に な ら な い よ う に す る た め 、 信 号 線 等 か ら 発 生 さ れ る 高 周 波
ノ イ ズ を 抑 制 で き 、 不 要 な 電 波 放 射 の 少 な い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ と ROM１ ２ を 用 い て ラ ン ダ ム 値 を 生 成 し た が
、 乱 数 （ ま た は 疑 似 乱 数 ） 発 生 回 路 を 用 い て ラ ン ダ ム 値 を 生 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 隣 接 す る ２ 画 素 を １ ブ ロ ッ ク と し て 信 号 線 の 書 込 を 行 っ た が 、
ブ ロ ッ ク の 単 位 に は 特 に 制 限 は な い 。 ブ ロ ッ ク の 単 位 に 応 じ て 、 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ ４ の 数
を 調 整 す れ ば よ い 。 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ガ ラ ス 基 板 上 に 液 晶 駆 動 回 路 ２ を 実 装
す る 例 を 説 明 し た が 、 ガ ラ ス 基 板 上 に ポ リ シ リ コ ン プ ロ セ ス 等 を 用 い て 一 体 に 液 晶 駆 動 回
路 ２ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 各 色 64階 調 の 色 表 示 を 行 う 例 を 説 明 し た が 、 階 調 数 に は 特 に 制
限 は な い 。 ま た 、 素 数 カ ウ ン タ １ １ が カ ウ ン ト す る 素 数 の 値 に も 特 に 制 限 は な い 。 素 数 の
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値 が 大 き く な る ほ ど 、 周 期 性 が 少 な く な り 、 不 要 電 波 を よ り 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 を 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し た 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、
EL（ Electroluminescense） 装 置 や PDP（ Plasma Display Panel） 装 置 等 の 各 種 平 面 表 示 装
置 に 広 く 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 平 面 表 示 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 ROM１ ２ に 格 納 さ れ て い る デ ー タ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 セ レ ク タ 14-1～ 14-6の 具 体 的 構 成 の 一 例 を 示 す 回 路 図 。
【 図 ４ 】 図 １ の 各 部 の 動 作 タ イ ミ ン グ の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 か ら 放 射 さ れ る 不 要 電 波 の 一 例 を 示 す FFT波 形 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 か ら 放 射 さ れ る 不 要 電 波 の 比 較 例 を 示 す FFT波 形 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ 　 液 晶 パ ネ ル
　 ２ 　 液 晶 駆 動 回 路
　 ３ 　 表 示 素 子
　 ４ 　 ア ナ ロ グ ス イ ッ チ
　 ５ 　 ゲ ー ト 駆 動 回 路
　 １ １ 　 素 数 カ ウ ン タ
　 １ ２ 　 ROM
　 １ ３ 　 ス イ ッ チ 制 御 部
　 14-1～ 14-6　 セ レ ク タ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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